
サクセスフル・エイジングの研究

生きているかぎり誰もが「老い」を経験す
る。そして「老い」が避けられないもので
あれば、良い「老い」方をしたいと誰もが
望む。老年学の主要なテーマの１つであ
るサクセスフル・エイジングに関しての研
究をまとめる。少子高齢・人口減少化社
会におけるサクセスフル・エイジングの課
題として、高齢期の生活への適応をめぐ
る問題を取り上げ、高齢者の、高齢期に
おけるコンピテンスやライフスキルの観点
からアプローチした。
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内容
適応の概念と高齢期における適応問題
高齢期における自立生活と日常的コンピテンス
高齢期の生活とライフスキル
退職形態の多様化とサードエイジの生活課題
高齢者の日常的生活行動
高齢者のテレビ視聴行動
高齢者の老年規範意識
セカンド・マジョリティ・グループとしての高齢者の社会観
高齢者の日常的コンピテンスの構造と測定尺度〔ほか〕
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